
導入事例

3D化の取り組みを加速するCADソフトを導入
カスタマイズにより自社独自の業務も効率化

株式会社タカミヤ

仮設足場の製造・販売・レンタルなどを手がける株式会社タカミヤ（以下、タカ
ミヤ）は、足場や支保工などの仮設設計に使うCADソフトを、図研アルファテッ
クが提供する「BricsCAD」に移行した。従来のCADソフトよりライセンス費の
負担が軽くなったほか、カスタマイズ機能を利用して業務効率化を実現。同社
が目指す3D化の取り組みなどにも大いに役立っているという。

▶�CADユーザーが増える中でライセンス費用が
課題に

▶3D化の取り組みの中で3D CADの費用負担も
ネックに
▶社内エンジニアの業務負担を減らしたかった

BricsCAD Pro

▶競合より安価かつ永久ライセンスでランニング
　コストを削減
▶�多大な費用をかけず、2Dと3Dをシームレスに活用
▶�独自のカスタマイズで付帯業務の効率化を実現

ライセンス費の課題と
3D化を踏まえCADソフトを検討

　タカミヤでは、建設や土木などの工
事現場に欠かせない建設資材、仮設足
場の製造およびレンタルなどを事業と
して展開している。機材の開発につい
ては、半世紀近く大きな変化がなかっ
た足場の設計を業界に先駆けて刷新し、
次世代型となる足場「Iqシステム」を
2013年に市場に投入。現在まで、多く
の顧客から支持を集めている。
　同社では近年、仮設機材について単
なる製造・販売・レンタルだけでなく、
仮設工の計画・設計や施工といった付
帯サービスも手がけるようになってき
た。それに伴ってCADが欠かせない
ツールとなる一方、同ソフトの見直し
を行う必要に迫られていた。

　「当社では、もともと日本でメジャー
な2D CADソフトを使ってきました
が、近年では設計の業務量増大に伴い
スタッフも増えてきた上に、数年前に
は同ソフトのライセンス形態が年間契
約に切り替わってしまい、毎年多額の
費用が発生することが課題となってい

ました。さらに昨年には3Dプロジェ
クトを立ち上げましたが、3D CADの
費用が3D化の取り組みの障害になり
つつあったのです」と、営業本部 技術
部 技術課長の長野成弥氏は説明する。
　そ こ で 候 補 と し て 浮 上 し た の
が、図研アルファテックが提供する
BricsCADだった。技術部にて無料体
験版で互換性や操作性を検証し、い
ずれも問題がないことを判断、3D機
能の活用も視野に入れて「BricsCAD 
Pro」の導入を決定したという。
　「BricsCADは互換性や操作性には
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問題がなく、しかも我々の3Dの使い
方にはBricsCADが費用面も含めて
ピッタリであり容易に社内展開できま
した」（長野氏）

カスタマイズにより
自社特有の業務を効率化

　タカミヤでは、BricsCADの導入や
展開に際してヘルプデスクサービスを
活用したほか、最近では図研アルファ
テックによる独自のカスタマイズも活
用している。カスタマイズで付け加え
た機能は、仮設工の3D設計モデルの
中から範囲を選択するだけでその範囲
内の仮設機材の数量を算出するもので、

「Takamiyaコマンド」と名付けられ
た。営業本部 技術部 技術課の浜田和
樹氏は、本機能を以下のように評価し
ている。
　「標準機能で部品点数を数えるには、
対象を1つひとつ選択していく必要が
あり、手間がかかっていました。また、
過去に算出済みの対象がどこまでかわ
からなくなり、数を間違えやすいのも
問題でした。それに対しTakamiyaコ
マンドは、数量を自動で算出してくれ
るだけでなく、算出が済んだものは色
が変わり、次に選択する際には対象に
含まれないので、間違えにくくなって
います」

質的発展を牽引する企業グループを目
指す」という中期ビジョンを掲げてい
る。そこでは、BricsCADによる3Dモ
デルを活用してさまざまな業務の効率
化する狙いも含んでいる。
　「建設・土木業界の人手不足は深刻で
あり、その中で我々は先陣を切って生
産性向上を実現する変革への取り組
みを行っていきたいと考えています。
BricsCADを通じて3D技術を使いこ
なせるようになれば、それが変革の1
つの軸となります」（長野氏）
　3D技術は、仮設工のソリューショ
ン化をさらに進める上でも重要なテク
ノロジーだ。タカミヤグループでは、今
後自社グループ内にレーザースキャナ
による3D計測事業を立ち上げる計画
だという。
　「スキャンを自社で行えるようにな
れば、現場着工前のフロントローディ
ングへの一助にもなります。その後の
点群データ作成から、3Dモデル化、計
画モデルの設計、施工まですべてグルー
プ内にありますから、仮設工に関する
一連のプロセスをワンストップで対応
できるようになります。その中で3D
を扱えるBricsCAD Proの存在に強
く期待しています」と、営業本部 技術
部長の竹村邦彦氏は総括する。
 

　Takamiyaコマンドは、通常の方法
に比べCADソフトを扱うスキルが相
対的に低いユーザーでも容易に扱うこ
とができる。設計担当者に限らず、例え
ば事務職員でも簡単なレクチャーで数
量算出が可能だ。この機能により技術
者の業務効率向上が期待されている。
　「3Dデータは汎用性が高いので、数
量算出の次にはトラックへの積込荷姿
のモデル化などにも活用していきたい
と考えています。限られた荷台への効
率的な積み込みを自動化できればその
効果は計り知れません」と浜田氏は今
後の期待を語る。

3D計測事業立ち上げを見据え
BricsCADにさらなる期待
　タカミヤでは現在、「トランスフォー
ムにより新たな価値を創造し、業界の

※記載された内容は2019年9月現在のものです
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